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村のわだい TOP I CS

大
石
川
源
流

月
夜
平
ブ
ナ
原
生
林
を
歩
く

〜
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
〜

「
大
石
川
源
流
と
月
夜
平
ブ
ナ

原
生
林
探
訪
会
」
が
五
月
二
十
四

日
、
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会

（
高
橋
市
太
郎
代
表
）
の
主
催
で

行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
六
十
二
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
お
い
し
自
然
館
で

開
会
式
を
行
っ
た
後
、
東
俣
彫
刻

公
園
を
出
発
。
参
加
者
は
、
地
元

の
達
人
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
歩
く
こ
と
約
二
時
間
、
月
夜
平

に
あ
る
三
千
坪
の
ブ
ナ
原
生
林
に

到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
到
着
後
は
、
山
菜
入
り
の

豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ギ

▲月夜平でのハーモニカ演奏

大石川源流の「月夜平ブナ原生林」は、樹齢３００
年ほど。豊かな自然に親しみ、心身共にリフレッシ
ュできる絶好のスポットです。

タ
ー
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
コ
ン
サ
ー

ト
も
行
わ
れ
、
ブ
ナ
の
原
生
林
に

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
い

音
色
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

夫
婦
で
参
加
し
て
い
た
方
は

「
ブ
ナ
林
の
中
で
の
演
奏
会
は
初

め
て
で
す
。
透
き
と
お
る
音
色
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

可憐な
ヒメサユリが

お出迎え

～中束・光兎山登山～

六
月
七
日
、
中
束
元
気
づ
く
り

実
行
委
員
会
主
催
の
「
光
兎
山
登

山
と
ヒ
メ
サ
ユ
リ
鑑
賞
会
」
が
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
村
内
外
の
皆
さ

ん
と
光
兎
山
（
標
高
九
六
六
・
三

ｍ
）
登
山
を
通
じ
て
交
流
を
図
ろ

う
と
、
中
束
元
気
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
中
束
征
支
委
員
長
）
が
、

平
成
十
五
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。

当
日
は
天
気
も
良
く
、
絶
好
の

登
山
日
和
の
な
か
、
午
前
八
時
に

登
山
開
始
。

標
高
八
百
ｍ
付
近
で

は
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
の

ヒ
メ
サ
ユ
リ
が
お
目
見

え
し
、
可
憐
な
花
が
参

加
者
の
目
を
な
ご
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

登
山
開
始
か
ら
約
四
時

間
後
に
は
山
頂
に
到

着
。
三
百
六
十
度
の
大

パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
、

参
加
者
は
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

鉄
道
を
利
用
し
た

地
域
づ
く
り
を

新
潟
県
や
山
形
県
、
沿
線
十
一

市
町
村
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
米
坂
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」

の
総
会
が
五
月
三
十
日
、
村
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
関
係
者

三
十
一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
田
大
六
会
長
が

「
列
車
増
発
や
接
続
改
善
な
ど
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
要
望
活
動

を
続
け
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
年
度
の
要
望

事
項
や
「
米
坂
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
通
年
募
集
す
る
こ
と
な

ど
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。




